
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査）　 中学校２年　理科　出題のねらい等

自然事象へ
の関心・意
欲・態度

科学的な思
考・表現

観察・実験
の技能

自然事象に
ついての知
識・理解

① (1) １分野 身近かな物理現象 中1 （1）イ(ｲ) 圧力 圧力は力の大きさと面積と関係があることについて考え，表現できること。 ○ ○

② (2) １分野 身近かな物理現象 中1 （1）イ(ｱ) 力の働き 力の大きさと向きを，矢印を用いて表すことができること。 ○ ○

③ (3) １分野 身近かな物理現象 中1 （1）イ(ｲ) 圧力 圧力について理解していること。 ○ ○

④ (4) １分野 身近かな物理現象 中1 （1）イ(ｲ) 圧力 単位面積当たりの力の大きさで圧力が表せることを理解し，計算できること。 ○ ○

⑤ (5) １分野 身近かな物理現象 中1 （1）イ(ｲ) 圧力 圧力の単位の表し方について理解していること。 ○ ○

⑥ (6) １分野 身近かな物理現象 中1 （1）イ(ｲ) 圧力 圧力は力の大きさと面積と関係があることについて考え，表現できること。 ○ ○

⑦ (7) １分野 身近かな物理現象 中1 （1）イ(ｲ) 圧力 圧力に関係ある身近な事物・現象について関心をもち，日常生活で使用されているものを圧力と関連して自ら調べようとしていること。 ○ ○

⑧ (1) １分野 化学変化と原子分子 中２ （4）ウ(ｲ) 質量変化の規則性 酸化銀の熱分解によって得られた銀は，酸素の分だけ質量が減ることを説明できること。 ○ ○

⑨ (2) １分野 化学変化と原子分子 中２ （4）ウ(ｲ) 質量変化の規則性 いろいろな質量の酸化銀を分解する実験を，見通しをもって準備することができること。 ○ ○

⑩ (3) １分野 化学変化と原子分子 中２ （4）ウ(ｲ) 質量変化の規則性 銅と酸素の化合には，一定の関係があることを理解していること。 ○ ○

⑪ (4) １分野 化学変化と原子分子 中２ （4）イ(ｱ) 化合 化学変化を化学反応式で表すことができること。 ○ ○

⑫ (5) １分野 化学変化と原子分子 中２ （4）イ(ｱ) 化合 化学変化を分子原子のモデルで表すことができること。 ○ ○

⑬ (6) １分野 化学変化と原子分子 中２ （4）イ(ｱ) 化合 化学変化を表すモデル図をもとに，実験結果を予想することができること。 ○ ○

⑭ (7) １分野 化学変化と原子分子 中２ （4）イ(ｱ) 化合 化学変化は一定の質量比で起こり，多すぎる物質はそのまま残ることを，見いだすことができること。 ○ ○

⑮ (1) ２分野 動物の生活と生物の変遷 中２ （3）イ(ｱ) 生命を維持する働 消化は，食物が小腸の壁から吸収されやすい物質に変化すると理解していること。 ○ ○

⑯ 方法 ２分野 動物の生活と生物の変遷 中２ （3）イ(ｱ) 生命を維持する働 消化酵素の働きは，ヒトの体温と同じくらいのときに活発になることを実験で調べることができること。 ○ ○

⑰ 理由 ２分野 動物の生活と生物の変遷 中２ （3）イ(ｱ) 生命を維持する働 消化酵素の働きは，ヒトの体温と同じくらいのときに活発になることについて考え，表現できること。 ○ ○

⑱ アイ ２分野 動物の生活と生物の変遷 中２ （3）イ(ｱ) 生命を維持する働 ヨウ素液によってでんぷんを，ベネジクト液によって糖を実験で調べることができること。 ○ ○

⑲ ウ ２分野 動物の生活と生物の変遷 中２ （3）イ(ｱ) 生命を維持する働 消化酵素（アミラーゼ）の働によって，でんぷんが糖に分解されることを理解していること。 ○ ○

⑳ (4) ２分野 動物の生活と生物の変遷 中２ （3）イ(ｱ) 生命を維持する働 タンパク質がアミノ酸に，脂肪が脂肪酸とモノグリセリドに分解されることを理解していること。 ○ ○

㉑ (5) ２分野 動物の生活と生物の変遷 中２ （3）イ(ｱ) 生命を維持する働 消化管のつくりと働きを理解していること。 ○ ○

㉒ (6) ２分野 動物の生活と生物の変遷 中２ （3）イ(ｱ) 生命を維持する働 でんぷんが消化酵素の働きによって，体内でブドウ糖に分解され，小腸から吸収されることを理解していること。 ○ ○

㉓ (7) ２分野 動物の生活と生物の変遷 中２ （3）イ(ｱ) 生命を維持する働 でんぷんと大根おろしの働きの類似性に気付き，生活で役立てられている事柄に関心をもとうとしていること。 ○ ○

㉔ (1) ２分野 大地の成り立ちと変化 中２ （２）ア(ｱ) 火山活動と火成岩 火山の形と火山噴出物の関連を理解していること。 ○ ○

㉕ (2) ２分野 大地の成り立ちと変化 中２ （２）イ(ｱ) 地層の重なりと過去の様子 海に堆積した地層が隆起してエベレストなどの高い山を形成していることについて考え，表現できること。 ○ ○

㉖ (3) ２分野 大地の成り立ちと変化 中２ （２）イ(ｱ) 地層の重なりと過去の様子 地層をつくる粒子の色や大きさの違いが，地層のしま模様をつくることを理解していること。 ○ ○

㉗ (4) ２分野 大地の成り立ちと変化 中２ （２）ア(ｱ) 火山活動と火成岩 火成岩の組織を見分け，その火成岩のでき方を説明することができること。 ○ ○

㉘ (5) ２分野 大地の成り立ちと変化 中２ （２）イ(ｱ) 地層の重なりと過去の様子 長い年月による風化や浸食により，火山の形の変化について考え，表現できること。 ○ ○

㉙ (6) ２分野 大地の成り立ちと変化 中２ （２）ア(ｱ) 火山活動と火成岩 マグマ（溶岩）の粘りけの違いが，火山の形に影響していることについて考え，表現できること。 ○ ○

㉚ (7) ２分野 大地の成り立ちと変化 中２ （２）イ(ｱ) 地層の重なりと過去の様子 山をつくる岩石を調べることで，山の成因について考えることができること。 ○ ○

㉛ (8) ２分野 大地の成り立ちと変化 中２ （２）イ(ｱ) 地層の重なりと過去の様子 地域の山に興味をもち，自ら調べようとしていること。 ○ ○
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